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研修時間 

２０分間 

主な内容 

○ 対象とする子どもの実態を把握し、本人のよさを伸ばす手立てを具体化する研修 

手   順 

準   備 ・「Ｉ－２実態把握、支援方法の検討」シート 

・学年の中で気になる子どもを一人特定し、その子どもの状況について、「１ 実態把

握」欄への事前記入（個人） 
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３分 １ 研修のねらいの確認 

・子どものよさや困難さについて整理・分析する方法を体験することにより、共通理

解を図った指導や支援の在り方について考える。 

２ 研修方法の説明 

○ グループ協議の進め方について 

・同じ学年を担当する教師でグループを編成し、子どもの「よさ」を伸ばす方法に

ついて考える。 

 

１０分 

 

 

 

 

５分 

３ シートを活用した演習 

① グループ協議 

・「長所」「がんばろうとしていること」をグループで交流し、その子どものよさ

を共通理解する。 

・「長所」「がんばろうとしていること」から１つ焦点化し、そのよさを伸ばす支

援の方法を考える。 

② 全体交流 

 ・各グループから焦点化したよさとそのよさを伸ばす方法について発表する。 

 

 

 

２分 ４ 振り返り・まとめ 

○ 整理された項目について、全体で確認する。 

事後の取組 ○ 振り返りを基に実態把握を行う際の留意点を整理し、配付する。 

○ 次に「Ⅱ―１個別の指導計画の作成」と関連させて取り組む。 

【活用するシート】 
Ⅰ―２ 実態把握、 

支援方法の検討 

 

ここがポイント！ 

子どものよさを伸ばす視点に立って、指導・

支援のポイントを焦点化することが大切です。 ○ どうしても課題ばかりに目が行きやすいが、協議を通して子どものよさやがんばりを考え

ることの大切さについて、理解することできました。 

「校内研修プログラム」の活用事例 

～共通理解を進めるための校内研修～ 

 


